
「Tajima TAPOS（高強度梁仕口）」“市川賞受賞”&“商業生産開始”記念シンポジウム 

～ ス ギ 大 径 材 の 利 用 を 考 え る ～   
開催のお知らせ（予告） 

 

 現在、全国的に人工林の長伐期化に伴い大径材利用が課題となっており、本県においても同課

題について試験研究の「要望提案」が行われております。そこで、大径材利用について先進的な

試験研究を行っておられる（独）森林総合研究所、宮崎県より最新の研究成果等についてご講演

いただくとともに兵庫県森林林業技術センターが開発した「Tajima TAPOS（高強度梁仕口）」は

木造軸組工法住宅の梁―梁仕口の形状を工夫することで、仕口の強度が飛躍的に高くなるもので、

住宅の約 3 割を占める梁、桁にスギ材を利用することが可能となるなど大径材の利用促進に効果

的であることからその理解を深めていただき、スギ大径材の利用について考えていくこととしま

した。 
なお、この「Tajima TAPOS（高強度梁仕口）」は、公益社団法人日本木材加工技術協会から「市

川賞」※を受賞し、現在特許出願するとともに県内外のプレカット加工業者等と「特許実施許諾契

約」の締結を行い商業生産の準備を進めているところです。 
※我が国の木材産業の発展に寄与する新しい研究・技術開発に対して授与されるもの 

 

記 

 
１．日時：平成 26 年 2 月 18 日（火）１３：００～１６：３０ 
２． 場所：福崎町エルデホール「メインホール」（神崎郡福崎町福田 116-2 ℡0790-23-1655） 
３．主催：兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター 

兵庫県木材利用技術研究会、県産木材供給促進協議会 
４．定員：８０名   （参加申し込み裏面参照、締め切り H26 年１月 31 日） 
５． プログラム（予定）                           （敬称略） 

13:00～13:05  開会挨拶   
 13:05～14:05  国産材利用拡大に向けた製材分野における課題と取り組み（仮題） 

                     （独）森林総合研究所・木材機械加工研究室長 伊神 裕司 

 14:05～14:55  宮崎県におけるスギ平角材生産の課題と展望（仮題） 
                        宮崎県木材利用技術センター・主任研究員 椎葉 淳 

 15:10～15:20  兵庫県におけるスギ大径材の利用拡大に向けた技術開発 
兵庫県森林林業技術センター・木材利用部長 戸田 政宏  

 15:20～16:00  高信頼性梁―梁仕口”Tajima TAPOS（但馬テイポス）”の開発 
兵庫県森林林業技術センター・主任研究員 永井 智  

  16:00～16:15 「安価・簡易・高精度な木材強度測定システム“WoodFFT”」（兵庫県開発）の実

演と今後の展開 
                        兵庫県農政環境部林務課・林業専門技術員 井上 靖 

  16:15～16:30  質疑応答   
 

     問い合わせ先：森林林業技術センター・木材利用部 戸田 政宏  ℡0790-62-2118 



   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【ＦＡＸ送信先】 森林林業技術センター「“市川賞受賞”&“商業生産開始”記念シンポジウム」事務局宛   

【 F  A  X 】  0790-62-9390 

「Tajima TAPOS（高強度梁仕口）」“市川賞受賞”&“商業生産開始”記念シンポジウム参加申込書 

（※所属・氏名を記載してください。） 

所属 氏名 

  

  

  

  

（申込担当者氏名         電話番号        ） 

駐車場約１００台 

岡山 

大阪 

JR 播但線 

至 JR 姫路駅 
 


